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表紙

 株主各位

第110回定時株主総会の招集に際しての
電子提供措置事項

　　　　　　　　【事業報告】
・取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを

　　　確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制
　　　　　　　　【連結計算書類】
　　　　　　　　・連結株主資本等変動計算書
　　　　　　　　・連結注記表
　　　　　　　　【計算書類】
　　　　　　　　・株主資本等変動計算書
　　　　　　　　・個別注記表

（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

上記事項につきましては、法令および当社定款第19条の規定に基づ
き、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載
しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわら
ず、株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載
した書面を一律でお送りいたします。

新潟交通株式会社
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取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するため
の体制その他業務の適正を確保するための体制
(1) 業務の適正を確保するための体制等の整備についての決議の内容の概要
1．取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制
(1) 当社は、「新潟交通グループ倫理規程」を役職員が法令・定款および社会規範を遵守した行動をとるための
行動規範とするとともに、内部統制委員会は当該倫理規程の周知徹底と遵守の推進を図ることとする。
(2) 各部責任者および取締役がコンプライアンス上の問題を発見した場合は、すみやかに内部監査室に報告する
とともに、内部監査室は内部統制委員会および監査役に報告する。
(3) 使用人は、法令定款違反、社内規定違反あるいは社会通念に反する行為が行なわれていることを知った時
は、「内部通報規程」に基づき内部監査室へ通報・相談し、内部監査室は、遅滞なく内部統制委員会および取
締役会ならびに監査役に報告する。
　なお、当社は、通報者に対する不利益な取り扱いを行なわないように保護規定を設けている。
(4) 反社会的勢力からの不当な要求に対しては、組織全体で毅然とした姿勢で対応をする。

2．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する事項
　「文書管理規程」を定め、取締役会議事録など取締役の職務執行に係る情報を文書または電磁的媒体（以下、
文書等という）に記録し、保存する。取締役および監査役は、「文書管理規程」によりいつでもこれらの文書等
を閲覧できるものとする。

3．当社および子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
(1) 当社は、各部署およびグループ各社の業務ごとのリスクの収集と分析を行う。内部統制委員会が構築する内
部統制システムにより、総務部は、グループ全体のリスクを統括管理し、経営管理室は、グループ各社のリス
クを管理する。内部監査室は、その管理状況を監査し、定期的に内部統制委員会に報告する。
(2) コンプライアンスに係るリスクについては、グループ共通のコンプライアンスマニュアルを制定し、各部署
およびグループ各社において周知徹底を図り、定期的に教育、訓練する。内部監査室は、これらの統制状況を
内部統制委員会に報告し、改善策が必要な場合は、内部統制委員会において審議し、決定する。
(3) 災害・事故、情報セキュリティーに係るリスクについては、各部署およびグループ各社において、それぞ
れ、緊急時対応マニュアル、情報マニュアルを制定し、周知徹底を図り、定期的に教育、訓練する。内部監査
室は、これらの統制状況を内部統制委員会に報告し、改善策が必要な場合は、内部統制委員会において審議
し、決定する。
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取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正を確保するための体制

4．取締役の職務の執行が効率的に行なわれることを確保するための体制
　取締役会は、全社的な目標を定め、中期経営計画の策定、中期経営計画に基づく事業部門毎の業績目標と予算
の設定と、ITを活用した月次、四半期業績管理を実施する。
　取締役会は、定期的に進捗状況を確認し、改善を促すことを内容とする全社的な業務の効率化を実現するべく
努める。

5．当社および子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
(1) 当社は、当社およびグループ各社における内部統制の強化、充実を図るため内部統制委員会を設置し、当社
およびグループ各社の内部統制に関わる事項について審議する。これにより、当社およびグループ各社間での
情報の共有化、指示・要請の伝達等が効率的に行なわれる体制を構築する。
(2) グループ各社は、「新潟交通グループ倫理規程」をグループ各社における業務の適正を確保するための行動
規範とし、当社に準じたコンプライアンス体制を構築する。
(3) グループ各社の役職員からの内部通報は、当社の監査役に直接通報できるとともに当社の内部通報制度をグ
ループ各社に開放し、各社の役職員に周知することによりコンプライアンスの実効性を確保する。
(4) 当社の内部監査室は、当社およびグループ各社の内部監査を実施し、その結果を当社各部長およびグループ
各社の社長に報告するとともに、問題点を当社の内部統制委員会および監査役に報告し、内部統制委員会は改
善策を審議して、取締役会において決定する。
(5) 当社は、「グループ経営管理規程」にてグループ運営の基本方針を定め、グループ各社は、経営上重要な協
議事項が生じた場合は、当社と事前協議のうえ当社合意の下でこれを進め、報告事項がある場合には当社へ報
告するものとする。
(6) 当社は、当社グループ全体の経営の健全性と効率的な遂行を図るための担当部署を置き、グループ各社は、
業務執行・財務状況等を月1回当社に報告する。
(7) 当社は、グループ各社との連絡を密にするため「グループ連絡会」を定期的に開催する。

6．監査役の職務を補助すべき使用人に対する指示の実効性に関する事項およびその使用人の取締役か
らの独立性に関する事項
　監査役は、内部監査室所属の職員に監査業務に必要な事項を命令することができるものとし、監査役より監査
業務に必要な命令を受けた職員はその命令に関して、取締役等の指揮命令を受けないことを内部監査規程に明記
し、これを徹底する。

7．取締役および使用人が監査役会に報告するための体制その他の監査役会への報告に関する体制
　取締役および使用人は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があることを発見したときはすみやかに
監査役へ報告する。
　また、常勤監査役は、取締役会の他、重要な意思決定や業務の執行状況を把握するため常務会や内部統制委員
会などの重要な会議に出席するとともに、主要な稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応
じて取締役または使用人に説明を求めることとする。
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8．その他監査役会の監査が実効的に行なわれることを確保するための体制
　監査役会と代表取締役との間の定期的な意見交換会を設定するとともに、監査役会は、当社の会計監査人であ
る高志監査法人から会計監査内容について説明を受け、情報の交換を行なうなど連携を図っていく。
　また、当社は、監査役がその職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還等の請求をしたときは、当該
監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、すみやかにその費用または債務を処理する。

9．財務報告の信頼性を確保するための体制
　当社および当社グループの財務報告の適正性を確保するため、内部統制委員会が財務報告の基本方針を定め、
同報告に係る内部統制を整備および運用する体制を構築する。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社では、当社の業務ならびに当社および当社の子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体制の整
備とその適切な運用に努めております。当事業年度におけるその運用状況の概要は次のとおりです。
　内部監査室は、「内部監査計画」に基づき、総務部や経営管理室の業務に係るリスク管理状況を監査するととも
に、毎月、内部統制委員会において、その結果を報告し、業務の適正化に努めました。
　コンプライアンスに係るリスクについては、グループ共通のコンプライアンスマニュアルに従って「目的と基本姿
勢」に基づき、「新潟交通グループ倫理規程の行動基準」の周知徹底、「コンプライアンス体制」の整備、「遵守事
項」の徹底を図りました。また、災害・事故、情報セキュリティー等に係るリスクについては、該当部署およびグル
ープ各社において緊急時対応マニュアル、情報マニュアルを制定し、教育、訓練を実施致しました。
　内部監査室は、これらのリスクへの対応状況および内部統制システム全般の整備・運用状況、業務執行・財務状況
等を踏まえ、内部統制委員会にその統制状況を報告して、改善策を審議、決定致しました。
　当社は、当社およびグループ各社の従業員に四半期毎にコンプライアンス教育を実施致しました。併せて内部監査
室は、内部通報制度につきましても継続的に周知致しました。
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連結株主資本等変動計算書

連結株主資本等変動計算書（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで） (単位：千円)

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,220,800 2,946,600 788,285 △38,414 7,917,273
当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属する当期純利益 897,872 897,872

自己株式の取得 △442 △442

再評価差額取崩 264 264
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － － 898,136 △442 897,694
当期末残高 4,220,800 2,946,600 1,686,422 △38,856 8,814,967

その他の包括利益累計額
非 支 配
株 主 持 分 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
繰延ヘッジ
損 益

土地再評価
差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当期首残高 △3,043 165,230 8,210,910 △20,231 8,352,867 － 16,270,140
当期変動額

剰余金の配当

親会社株主に帰属する当期純利益 897,872

自己株式の取得 △442

再評価差額取崩 264
株主資本以外の項目の
登記変動額（純額） 8,744 △165,230 △264 △25,718 △182,469 － △182,469

当期変動額合計 8,744 △165,230 △264 △25,718 △182,469 － 715,224
当期末残高 5,701 － 8,210,646 △45,950 8,170,397 － 16,985,365
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 4 －
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連結注記表

　連結注記表
【連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等】
1. 連結の範囲に関する事項

・連結子会社 9社
連結子会社の名称 主要な連結子会社については、「企業集団の現況に関する事項」（8）主要な営業所に記載してい

るため、記載を省略しております。

2. 持分法の適用に関する事項
・持分法適用会社 1社

持分法適用会社の名称 ㈱新潟交通サービスセンター
・持分法非適用会社 1社

持分法を適用しない理由 ㈱港タクシーの当期純損益及び利益剰余金等からみて、連結計算書類に与える影響が軽微であ
り、かつ重要性がないため、除外しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項
　すべての連結子会社の事業年度末日と連結決算日は一致しております。

4. 会計方針に関する事項
(1) 資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券

その他有価証券 市場価格のない株式等以外のもの
時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法による原価法で
算定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

② デリバティブ 時価法
③ 棚卸資産 主として移動平均法による原価法、販売不動産については個別法による原価法（連結貸借対照表

価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定）
(2) 減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 当社は定額法、連結子会社は主として定額法

（リース資産を除く）
② 無形固定資産 定額法

（リース資産を除く） ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込利用可能期間（5年）に基づく定額法に
よっております。

③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数と
して、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定額法によっており
ます。

－ 5 －
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連結注記表

(3) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権に

ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
② 賞与引当金 従業員の賞与の支給に備えて、支給見込額基準により計上しております。
③ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払いに備えて、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上しており

ます。
④その他の引当金
　・ポイント引当金 不動産事業において、当社グループが運営する商業施設の入居テナントの利用客に対し、付与し

たポイントの使用による費用発生に備えるため、当連結会計年度末において将来使用されると見
込まれる額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す
る通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。なお、当社が代理人に該当すると判断した収益につい
ては、他の事業者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しており
ます。なお、取引の対価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

①運輸事業 運輸事業については、一般乗合バス、高速バス、貸切バス等による旅客運送事業を行っており、
輸送役務の提供が完了した時点で収益を認識しております。但し、定期券収入については、顧客
に対し、月単位（販売月数は1～12ヵ月）で販売するため、一定期間にわたり履行義務が充足さ
れることから、定期券の通用期間経過とともにその履行義務が充足されてものとして収益を認識
しております。また、当社グループではＩＣカード乗車券「りゅーと」を発行しており、精算額
に応じて顧客に次月以降の乗車時に運賃として充当できるポイントを追加的なオプションとして
付与しております。当該ポイントは別個の履行義務として識別し、取引価格を配分しておりま
す。なお、当該履行義務は契約負債として計上し、輸送役務の提供が完了した時点で収益を認識
しております。運輸事業における取引対価の受領は、充足後概ね1ヵ月以内に行われておりま
す。

②不動産事業 不動産事業については、主に当社グループ所有の不動産の賃貸業務を行っており、「リース取引
に関する会計基準」に基づき、賃貸期間に応じて履行義務が充足されたものとして収益を認識し
ております。取引対価の受領は、契約に基づき履行義務充足前及び充足後概ね1ヵ月以内に行わ
れております。

③商品販売事業 商品販売事業については、主に顧客に商品及び製品の販売を行っており、顧客に商品を引き渡し
た時点で収益を認識しております。取引対価の受領は、充足後概ね1ヵ月以内に行われておりま
す。

④旅行事業 旅行事業では、主に企画型の旅行商品等を販売しております。企画型の旅行商品については出発
から帰着までの全行程において、顧客への履行義務を有していることから、全行程終了時点を顧
客への履行義務充足時点として収益を認識しております。取引対価の受領は、原則として履行義
務の充足前だが、販売代理店等を通じた場合は充足後1～2ヵ月以内に行われております。

⑤旅館事業 旅館事業では、主に宿泊サービスの提供を行っております。宿泊収入については宿泊期間に応じ
て履行義務が充足されることから、その期間に応じて収益を認識しております。取引対価の受領
は、原則として履行義務の充足前だが、販売代理店等を通じた場合は充足後1～2ヵ月以内に行わ
れております。
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(5) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① ヘッジ会計の処理 繰延ヘッジ処理によっております。また、金利スワップについて特例処理の要件を充たし

ている場合は特例処理を採用しております。
オイルスワップは原油価格に連動する買入債務及び予定取引を対象とし、金利スワップは
借入金を対象としたヘッジ会計を適用しております。
また、デリバティブ取引に関する権限規程に基づき、ヘッジ対象に係る原油価格変動リス
ク、金利変動リスクを一定の範囲内でヘッジしており、ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手
段の相場変動を比較し、両者の変動額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しております。
ただし、特例処理によっている金利スワップについては有効性評価を省略しております。

② 退職給付に係る会計処理の方法 退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込
額に基づき、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を計上しております。
なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属
させる方法については、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（7～10年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年
度から費用処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産
の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。
連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己
要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

③ 繰延資産の処理方法 社債発行費
 社債発行費は、支出時に全額費用処理する方法によっております。

④ グループ通算制度の適用 　当社及び一部連結子会社は、当連結会計年度期首から、連結納税制度からグループ通算
制度へ移行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処
理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する
取扱い」（実務対応報告第42号　令和３年８月12日。以下「実務対応報告第42号」とい
う。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(１)に基づき、実務対応報告
第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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　　　当連結会計年度の計算書類に計上した金額 799,210千円

　　　当連結会計年度の計算書類に計上した金額 －千円

1. 担保に供している資産 土　地 36,517,868千円
建　物 10,926,220千円
その他 99,489千円
合　計 47,543,578千円

上記担保資産の対象となる債務 24,351,478千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 39,336,686千円

3. 圧縮記帳累計額 2,030,579千円

・当該事業用土地の平成12年3月31日付再評価後の
　令和５年３月31日現在帳簿価額 17,247,347千円
・当該事業用土地の令和５年３月31日再評価額 7,064,841千円
・再評価後の令和５年３月31日現在の帳簿価額と再評価額
　との差額 △10,182,506千円

【会計上の見積りに関する注記】
　会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、
　翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　1.繰延税金資産の回収可能性

　2.固定資産の減損損失

　当社グループでは、新型コロナウイルス感染症の影響は収束に向かいつつあるものの、感染症拡大前の事業環境には及ばないも
のと仮定し、繰延税金資産の回収可能性及び固定資産の減損損失の判断等の会計上の見積りを行っております。
　なお、当該仮定は、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、仮定の見直しが必要となった場合、
連結計算書類に重要な影響を与える可能性があります。

【連結貸借対照表に関する注記】

4. 事業用土地の再評価
　平成12年3月31日付で事業用土地の帳簿価額と時価の乖離を是正し、資産の適正な評価を行い、「土地の再評価に関する法律」
による土地の再評価を行いました。

再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（平成10年3月31日公布第119号）第2条第2号（当該事業用土地の近隣の国
土利用計画法施行令（昭和49年政令第387号）第7条第1項第一号イに規定する基準地について、同令第9条第1
項の規定により判定された標準価格に合理的な調整を行い算定する方法）及び第4号（当該事業用土地につい
て、地価税法（平成3年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価格を算
定するために、国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行って算出する方法）
の定めに従い、土地の評価額を合理的に算出しております。
また、一部の土地につきましては不動産鑑定評価を用いて算出しております。
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株式の種類 当連結会計年度
期首株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度
末株式数（千株）

発行済株式（普通株式） 3,864 － － 3,864
自己株式（普通株式） 22 0 － 22

【連結株主資本等変動計算書に関する注記】
　発行済株式の総数ならびに自己株式の株式数に関する事項

（注）自己株式の株式数の増加0千株は、単元未満株式の買取によるものであります。
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連結貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額
(1) 投資有価証券

　　その他有価証券 43,711 43,711 －

(2) 社債
(1年以内返済含む) （3,650,000） （3,650,000） －

(3) 長期借入金
(1年以内返済含む) （20,243,256） （20,131,643） △111,613

(4) リース債務
(1年以内返済含む) （659,638） （644,099） △15,539

(5) 長期預り金
(1年以内返還預り保証金含む) （1,903,632） （1,903,500） △132

(6) デリバティブ取引 － － －

区　　分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 124,684
関係会社株式 3,029

【金融商品に関する注記】
1. 金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、設備投資計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入や社債発行）を調達しております。受取手形及び売掛
金に係る顧客の信用リスクは、売掛金管理・回収マニュアルに沿って事業部門ごとに取引先の状況を定期的にモニタリングし、
取引相手ごとに期日及び残高を管理してリスク低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式に
ついては四半期ごとに時価の把握を行っております。
　借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。
　デリバティブ取引は、燃料仕入の原油価格変動リスクに対するヘッジを目的としたオイルスワップ取引及び金利変動リスクに
対するヘッジを目的とした金利スワップ取引であります。

2. 金融商品の時価等に関する事項
　令和５年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。なお、市場価格のない株式等は、「その他有価証券」には含めておりません。また、現金は注記を省略しており、預
金、受取手形及び売掛金、支払手形及び買掛金及び短期借入金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、
注記を省略しております。

(単位：千円)

（＊）負債に計上されるものについては、（　）で示しております。

（注）市場価格のない株式等
(単位：千円)

　　これらについては、「その他有価証券」に含めておりません。
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１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短期借入金 4,926,535 － － － － －

社債 － 150,000 3,500,000 － － －

長期借入金 1,341,418 6,719,104 5,817,604 410,104 436,824 5,518,202

リース債務 310,441 184,481 98,209 35,096 20,768 10,641

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

その他有価証券     

 　株式 43,711 ― ― 43,711

3. 短期借入金、社債、長期借入金及びリース債務の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

4. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベルに分類しております。
　レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象となる
　　　　　　　　　 資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
　レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプットを
　　　　　　　　　 用いて算定した時価
　レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
　　　　　　　　　 時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属
　　　　　　　　　するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

(1)時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

社債（1年以内返済含む）

長期借入金（1年以内返済含む）

リース債務（1年以内返済含む）

長期預り金

（1年以内返済預り保証金含む）

―

―

―

―

3,650,000

20,131,643

644,099

1,903,500

―

―

―

―

3,650,000

20,131,643

644,099

1,903,500

連結貸借対照表計上額 時価

25,380,849 19,902,677

(2) 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
　投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル1の時価に
分類しております。
　社債（1年以内返済含む）、長期借入金（1年以内返済含む）、リース債務（1年以内返済含む）及び長期預り金（1年以内返
済預り保証金含む）
　これらの時価については、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法に
より算定しており、レベル２に分類しております。

【賃貸等不動産に関する注記】
1. 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は、新潟市その他の地域において、主に賃貸商業施設（土地を含む）を有しております。
2. 賃貸等不動産の時価に関する事項

(単位：千円)

（注）1. 連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
2. 当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいた金額（指標等を用いて調整を行ったものを含む。）でありま

す。
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報告セグメント
その他
（注）

合計
運輸事業 不動産事業

商品販売
事業

旅行事業 旅館事業 計

顧客との契約から
生じる収益 6,322,900 112,180 1,925,780 2,001,065 1,278,077 11,640,005 1,913,947 13,553,953

その他の収益 1,173,502 2,741,963 － － － 3,915,466 － 3,915,466

外部顧客への売上高 7,496,402 2,854,144 1,925,780 2,001,065 1,278,077 15,555,471 1,913,947 17,469,419

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 917,740

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,224,064

契約負債(期首残高） 1,058,389

契約負債(期末残高） 1,121,323

【収益認識に関する注記】

1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報
　報告セグメント別に分解した収益の情報は以下のとおりであります。

（単位：千円）

（注）「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告代理業、航空運送代理業、清掃・設備・環境業等を
　　　　含んでおります。

2. 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関
する注記等　4.会計方針に関する事項　(4)収益及び費用に関する事項」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しており
ます。

3. 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1)契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）

　契約負債は主に運輸事業における定期券や旅行事業における当社発行の旅行金券のうち、当連結会計年度末において、履行義
務を充足していない残高であります。これらの契約負債は、収益の認識に伴い取り崩しを行います。
　当連結会計年度に認識された収益のうち、期首現在の契約負債の残高に含まれていた額は、907,096千円であります。

－ 13 －



2023/05/30 11:37:28 / 22947532_新潟交通株式会社_招集通知

連結注記表

　1株当たり純資産額 4,421円41銭
　1株当たり当期純利益 233円72銭

(2)残存履行義務に配分した取引価格

　当社グループでは、残存履行義務に配分した取引価格の注記に当たって実務上の便法を使用し、当初の予想契約期間が1年以内の
契約について注記の対象に含めておりません。未充足の履行義務は、連結会計年度末において162,458千円であります。当該履行
義務は、旅行事業における当社発行の旅行金券に関するものであり、期末日後1年以内に約25％、1年超2年以内に約25％、3年超
5年以内に約20％、残り約30％が6年以降に収益として認識されると見込んでおります。
　また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要なものはありません。

【1株当たり情報に関する注記】
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株主資本等変動計算書（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資 本 準 備 金 そ 　 の 　 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 　 　 　 計 利 益 準 備 金

そ の 他
利 益 剰 余 金 利 益 剰 余 金

合 　 　 　 計繰 越 利 益
剰 余 金

当期首残高 4,220,800 2,872,932 73,668 2,946,600 － △311,474 △311,474
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益 540,269 540,269
自己株式の取得
再評価差額金取崩額 264 264
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － － － － － 540,534 540,534
当期末残高 4,220,800 2,872,932 73,668 2,946,600 － 229,059 229,059

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

その他有価証券
評 価 差 額 金

繰延ヘッジ
損 益

土地再評価
差 額 金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 △38,414 6,817,512 △3,043 108,277 8,210,910 8,316,144 15,133,657
当期変動額
剰余金の配当
当期純利益 540,269 540,269
自己株式の取得 △442 △442 △442
再評価差額金取崩額 264 264
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 8,744 △108,277 △264 △99,797 △99,797

当期変動額合計 △442 540,092 8,744 △108,277 △264 △99,797 440,294
当期末残高 △38,856 7,357,604 5,701 － 8,210,646 8,216,347 15,573,952

(個別)
(単位：千円)

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

1. 資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法
その他有価証券　　市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算
定）

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法

(2) デリバティブ 時価法
(3) 棚卸資産 貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算定

商品 最終仕入原価法
分譲土地建物 個別法による原価法
貯蔵品 移動平均法による原価法

2. 固定資産の減価償却方法
(1) 有形固定資産（リース資産を除く） 定額法
(2) 無形固定資産（リース資産を除く） 定額法

なお、ソフトウェア（自社利用）については、社内における見込利用可能期間（5年）
に基づく定額法によっております。

(3) リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐
用年数として、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）とする定
額法によっております。

3. 引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金 債権の貸倒損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
(2) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見

込額に基づき計上しております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額
を当事業年度までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっておりま
す。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間の一定の年数（7～10
年）による定額法により翌事業年度から費用処理することにしております。

(3) 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払いに備えて、役員退職慰労金規程に基づく期末要支給額を計上
しております。
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(4) 関係会社事業損失引当金 関係会社の事業に係る損失に備えるため、債務保証額を含め、関係会社の財政状態を勘
案し、当社が負担することが見込まれる額を計上しております。

(5) その他の引当金
　　・ポイント引当金 不動産事業において、当社が運営する商業施設の入居テナントの利用客に対し、付与し

たポイントの使用による費用発生に備えるため、当事業年度末において将来使用される
と見込まれる額を計上しております。

4. 収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収
益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。なお、当社が代理人に該当すると判断した収益については、他の事業者が
提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。なお、取引の対
価は履行義務を充足してから１年以内に受領しており、重要な金融要素は含んでおりません。

(1) 運輸事業 運輸事業については、一般乗合バス、高速バス、貸切バス等による旅客運送事業を行っ
ており、輸送役務の提供が完了した時点で収益を認識しております。但し、定期券収入
については、顧客に対し、月単位（販売月数は1～12ヵ月）で販売するため、一定期間
にわたり履行義務が充足されることから、定期券の通用期間経過とともにその履行義務
が充足されてものとして収益を認識しております。また、当社ではＩＣカード乗車券
「りゅーと」を発行しており、精算額に応じて顧客に次月以降の乗車時に運賃として充
当できるポイントを追加的なオプションとして付与しております。当該ポイントは別個
の履行義務として識別し、取引価格を配分しております。なお、当該履行義務は契約負
債として計上し、輸送役務の提供が完了した時点で収益を認識しております。運輸事業
における取引対価の受領は、充足後概ね1ヵ月以内に行われております。

(2) 不動産事業 不動産事業については、主に当社所有の不動産の賃貸業務を行っており、「リース取引
に関する会計基準」に基づき、賃貸期間に応じて履行義務が充足されたものとして収益
を認識しております。取引対価の受領は、契約に基づき履行義務充足前及び充足後概ね
1ヵ月以内に行われております。

(3) 旅行事業 旅行事業では、主に企画型の旅行商品等を販売しております。企画型の旅行商品につい
ては出発から帰着までの全行程において、顧客への履行義務を有していることから、全
行程終了時点を顧客への履行義務充足時点として収益を認識しております。取引対価の
受領は、原則として履行義務の充足前だが、販売代理店等を通じた場合は充足後1～2ヵ
月以内に行われております。
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　　　当事業年度の計算書類に計上した金額 521,418千円

　　　当事業年度の計算書類に計上した金額 －

5. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) ヘッジ会計の処理 繰延ヘッジ処理によっております。また、金利スワップについて特例処理の要件を充た

している場合は特例処理を採用しております。
オイルスワップは原油価格に連動する買入債務及び予定取引を対象とし、金利スワップ
は借入金を対象としたヘッジ会計を適用しております。
また、デリバティブ取引に関する権限規程に基づき、ヘッジ対象に係る原油価格変動リ
スク、金利変動リスクを一定の範囲内でヘッジしており、ヘッジ対象の相場変動とヘッ
ジ手段の相場変動を比較し、両者の変動額等を基礎にしてヘッジ有効性を評価しており
ます。
ただし､特例処理によっている金利スワップについては有効性評価を省略しております｡

(2) 退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用及び会計基準変更時差異
の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異な
っております。

(3) 繰延資産の処理方法 社債発行費
社債発行費は、支出時に全額費用処理する方法によっております。

(4) グループ通算制度の適用 　当社は、当事業年度期首から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しておりま
す。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示について
は、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対
応報告第42号　令和３年８月12日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従って
おります。また、実務対応報告第42号第32項(１)に基づき、実務対応報告第42号の適用
に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

【会計上の見積りに関する注記】
　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、
　翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
1.繰延税金資産の回収可能性

2.固定資産の減損損失

　当社では、新型コロナウイルス感染症の影響は収束に向かいつつあるものの、感染症拡大前の事業環境には及ばないもの
と仮定し、繰延税金資産の回収可能性の判断及び固定資産の減損損失の判断等の会計上の見積りを行っております。
　なお、当該仮定は、将来の不確実な経済条件の変動等によって影響を受ける可能性があり、仮定の見直しが必要となった
場合、計算書類に重要な影響を与える可能性があります。
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1. 担保に供している資産 土　地 36,572,816千円
建　物 10,414,110千円
その他 95,489千円
合　計 47,082,415千円

上記担保資産の対象となる債務 24,141,478千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 32,808,821千円

3. 圧縮記帳累計額 1,798,201千円

4. 保証債務（銀行借入金、リース契約等）
新潟交通商事㈱ 150,000千円
㈱シルバーホテル 314千円
合計 150,314千円

5. 関係会社に対する 短期金銭債権 189,450千円
長期金銭債権 759,151千円

6. 関係会社に対する 短期金銭債務 1,096,357千円
長期金銭債務 71千円

・当該事業用土地の平成12年3月31日付再評価後の
　令和５年３月31日現在帳簿価額

17,247,347千円

・当該事業用土地の令和５年３月31日再評価額 7,064,841千円
・再評価後の令和５年３月31日現在の帳簿価額と再評価額
　との差額 △10,182,506千円

【貸借対照表に関する注記】

7. 事業用土地の再評価
　平成12年3月31日付で事業用土地の帳簿価額と時価の乖離を是正し、資産の適正な評価を行い、「土地の再評価に関する法律」
による土地の再評価を行いました。
再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（平成10年3月31日公布第119号）第2条第2号（当該事業用土地の近隣の国

土利用計画法施行令（昭和49年政令第387号）第7条第1項第一号イに規定する基準地について、同令第9条第1
項の規定により判定された標準価格に合理的な調整を行い算定する方法）及び第4号（当該事業用土地につい
て、地価税法（平成3年法律第69号）第16条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価格を算
定するために、国税庁長官が定めて公表した方法により算定した価額に合理的な調整を行って算出する方法）
の定めに従い、土地の評価額を合理的に算出しております。
また、一部の土地につきましては不動産鑑定評価を用いて算出しております。
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　関係会社との取引高 営業収入 428,714千円
営業費 1,049,266千円
営業取引以外の取引高 18,863千円

当事業年度期首
株式数（千株）

当事業年度
増加株式数（千株）

当事業年度
減少株式数（千株）

当事業年度末
株式数（千株）

普通株式 22 0 － 22

繰延税金資産
　税務上繰越欠損金 151,016千円
　未払賞与超過額 55,857千円
　未払費用超過額 30,034千円
　未払事業税 12,348千円
　投資有価証券評価損 445,383千円
　固定資産評価損（減損損失） 119,810千円
　貸倒引当金超過額 48,468千円
　退職給付引当金超過額 55,627千円
　役員退職慰労引当金超過額 32,213千円
　分譲土地評価損 13,710千円
　減価償却超過額 12,262千円
　関係会社事業損失引当金 56,425千円
　その他引当金 4,337千円
　その他 13,357千円
　繰延税金資産小計 1,050,854千円
　評価性引当額 △526,933千円
　繰延税金資産合計 523,921千円

繰延税金負債
　有価証券評価差額金 △2,502千円
　繰延税金負債合計 △2,502千円
　繰延税金資産の純額 521,418千円

2. 土地再評価に係る繰延税金負債 4,013,617千円

【損益計算書に関する注記】

【株主資本等変動計算書に関する注記】
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）自己株式の株式数の増加0千株は、単元未満株式の買取によるものであります。

【税効果会計に関する注記】
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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　1株当たり純資産額 4,054円01銭
　1株当たり当期純利益 140円63銭

【収益認識に関する注記】
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「重要な会計方針に係る事項に関する注記　4.収益及び費用の計上基
準」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

【1株当たり情報に関する注記】
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